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藥品處理に依る絹纖維の耐熱性

井上柳梧

松浦彰義

Ryugo INOUYE and Akiyoshi MATSUURA:-On the heat resistance of 

the silk-fibre treated with various chemical reagents

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　鷺

・；轄等は本｝1聯八強籠三撫こ於て挺附齢不傑置にで効て測，i世翻職維（14d　R・w・Sitk）¢）

［耐熱性に就き逃べ海。即絹繊維に或る一・定の上昇墾をもつて常温より500°C迄に力II熟する時最

初は水分を失ひ漸次無ノk：ll！：となり180°C～1900C　CcZ，」ミる・や瓦斯を獲ノ1ξして嚢火∬llllに蓮して燃え

次第に次分の欺態となるのである。斯の如き耐熱卜kを有ずる絹織維に封し何f賂かの腱理を施し

たならば或は耐熱性をより一…糠たならしめて両白き結果にi餐ll連するものならんとの想定の許に

下記の如くにして實1瞼を施行しなのであるが結果が徐りJast：kしくなかつた。然し此の場合一慮

實験結果を逓iぺる聡にする。

　　　　　　　　　　　　　　　1實験方　法

　蹄酸曹遮、燐酸曹耀、燐酸力1｝iil及酸性燐酸加lllをメこ々水に溶解せしめて1，5，10，15，20，及

25％の溶液を作り之に14dのRaw　silkを浸漬した。共の磯塊方法は20°C中に501i歩聞浸漬し

て後之を微溢湯にて良く洗灘し乾燥したのである。斯の如くにして得たる絹繊縮試料を一つは

鮒熟性測完用に他1’よ強力伸度測定川1ζ供し海のであるo

　爾糠≧楓概としては同じ絹繊維を共の儘直に實験に供し反覆しでト均敏を承め凡て之等と鮒照

するtLIUcし海。

xx實験成績
　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　標準1蔽の場禽・

　無磯理の絹繊維の1面」熟性に關する測定はさきに将滑等の報轡せる如く勘1ち無水欺態のまSJk

抗せ・し漁度的置域は110つC～165°C，煩様の瓦斯搬生黙｝よ130°C，磯火野iは185°C，最大燃焼時
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　次に無顧ll！絹繊維の照力仲度の1ド均（ltiは捉ll力は一デ踏一ルに鮒し3・459仲度は19・08％であ

つた。

　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　珪酸暫濾の場合

麟髄5％溶液〃湘・良好にして絹繊維磯焔・i185°Cよloも25°C～30°C　l：’liく自防

210。C～215。C迄に共の叢火黙を高め得たのであるが他の1，10，15，20，25％の溶液に浸濱せる

ものは側嘔に封しill灘1勲酬捌・度は鰯し鰻臆きか或は亦そAし以下であつた・il「・1して

麟腋の濃慶の勒1に作ひて共の耐熱性並‘酬力例度が次策に悪くなつて來るといふ瓢鵬

かなる事蜜働つた。依りて糟矧子糸課撒めたる斐謙髄5タ6溶液の場合の麟鰍徽番騨

園と比較して表示すれば第一｝副の如しo　　　　・
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　次に5％溶液に浸漬せる場舎の搬ll力伸度を測建せるに強力は・卜均3。40～3・50grなるもイII1度

は・L’ls．均17．25　％vaして標準廠に比して約2％劣つてゐるo

　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　燐酸曹逮の場合

1此の場含10％1瀞液に浸漬せるもののみ梢々良好にして共の磯火塁lliはンド均20びCにして標lll三観

1よりも約10～15°C引ヒげる事が出剤ξたのみである。然るに他の濃炭液に浸演せるものは標準

匿に比し愛らざるか或はそれ以下であつた。而して此の場合も濃度大なる溶液にて庭f：1トせるも

の程結果不良であつた。之はUIJちtil．it酸曹達の場含と剛繊度大なる時は」／の爲に繊維が侵され

て來るからであらう。

　今10％溶液にて庭理Llせる場合の實験成績を標さ｛f｛置に上ヒ較すれば第二周の如し。

術強力は築均3．5gにして標準慨と大霊なきも伸度は挙均16．5～18．0％にして多少劣つてゐだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　燐酸加里の場合

　此の場合に於ける結果は25％、20％溶液を除き他は悉く良好とは亨津へないが樽lfl｛こ比して劣

らなかつたのである帥ち1，5，10及び15％の各液にて庭玉iillせるものは共の搬帰』liに於て・’ト

均10りC引きltげる事が出來たのである。今此等の内の代撮的なものとして5％溶液にて虞葦！il

せる場含の實鹸結果を示せぱ第三圃の如くである。
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刻酬力ll陵を測シ達せるに25％及20％溶液にて1繊1せるものはli仇研；騨匿に封し弱められvC

ゐるも他の濃度にて庭嵐せるもa）・1・rk略欄騙と岡様であつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　酸性燐酸力ll果の場合

　此の場合に於ては5％溶液にて腱理せるもののみ良好であつた彦P焚火顯liに於て準均15°C～

20°C高める舗咄來たのである・他の1徹なる1％及10％溶1子轍脳嘔と即綱様なるも、15，

20，25％1溶液は共の濃慶を増力｝1する毎に標肇随より劣つた結果を示したのである。依わて5％

溶1夜にて腱現せるものを示せば第四圖の如し。

、　張力frll度は20％及25％溶1夜は何れも標量｛‘｛匪より弱められてゐるも仙は殆んど憂りなく同様で

あつた。
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　之を要するに何れ，の藥品庭理の場脅も1ヌ腕）5％溶液に’て∫艦潤ll贈ゐ城は騨」良好にLて肩砿及1｛｝

％之に次き『15饒∫以1：の濃度のものにて1起理・比るもの1’、業共の濃度の1偉加に｛’ドひ罵檎鰍’liも懸1力朔り蕉

も共に弱められて來るのであるo然し乍ら5飴∫溶液にて」越∫！11せる￥，ゾ）i劃耐熱望Lに於て轟乏低1乗！〔ジ

C最高は30°C迄其の獲火黙を高め樽たのみであつ海o

　彊力伺1度に二於ては濯亀度大なる溶孝夜にて庭理せるものは弱め応Ml．，・く1ゐゐ協11，｛郁、驚紫鍾！膨蓄‘…ず擁ゾ，

ものは左程迄に影響を受けてゐないのであるo

（於・　↓m瓢縣專ll「鍵｝～校）　　　　　　（受1／llt　llt書和：1；1～SJ｝　無鱒lD

On the heat resistance of the silk-fibre treated with 

various chemical reagents

Ryugo INOUYE and Akiyoshi MATSUURA

（Received，　August　20，1936｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sしlm6

We　studied　t正le　heat　resisting　property　of　the　silk　aad（）i：her、Ttirivus　kinds‘l　f　t（ltxtite

丘bres，　and　published　the　results　on　this　jour星｝a正（vo1，8，　Nc），3，　P．43．、．　Thi婦t’itne　w“

investigated．how　the　heat　resistance　Qf　the　silk　fibre　could　be　chIln離d　by　trgsatltisr　it

with　the　so1Ution　of　various　salts，　The　results　obta｛ne（1　wer¢tas　f‘｝110w鳶：

　The　raw　silk　of　14　deniers　was　steeped　for　50　hOurs　in　the　s｛：｝ILItlioll　C｝f　vilt“iOZIs　s【1！t雪，

then　washed　thoroughly　wlth　warm　water　after　takingr　out　fr（》m亀ha　s｛》！utictn，　arv：正drlcd．

The　samples　thus　obtained　were　examined　by　using　the　precision　spr互n黛theriii◎ba！a貸c◎
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・・dth・h・at・e・i・t・・ce　w・・d・t・・mi・・d．1，5，10，15，20・。d　25％、。！。ti。1，。f　sQdi。m

silic・t…曲・1・・di・・n・・d　p・t・・siu・ユph。・ph・t・w・・e　u・ed・・d・the　t，mp，r。tur，。f　th。

solution　was　200C．

The「・w・ilk　tr・・亡・dwith5％・・1・ti’…fthe　s・lt・・e・i・t・d・㈱・t　h。。t　m。，tly　i。

・ve「y　k1・d・f　th・s・lt・・th・・n・xt　1％and　10％・f　th・，alt、，　a。d　the，。w、ilk　t，eat，d

with・v・・15％・・1・ti…fthe・alt・becam・1・・s・e・1・t。nt。g。i。、t　h，at。。d　w，ak　i。

t・n・il・・t・e・gth・・d・1・ti・ity　accQ・di・9七・i…ea…fpe・ce。t。g，．　The，aw，ilk　t，eat。d

with　5％・・1・ti・・。f　th・s・lt・ig・it・d・t　10℃t・30°C　hi鱈he・than　th，。，、li。、，y。。，　a。d

the　treatmerlt　with　the　solution　of　1％，5％arld　10％had　llo　influences　orl　the　tellsile

strength　and　elasticity　of　tha　siik．


